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〈事例１〉 授業研究後の研究だより（教員向け） 

 

５ 道徳教育改善・充実のための情報発信 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究協議会で出された改善策を日々の授業や次の授業研究の計画に取り入れ，生かしていくことが大

切です。また，校外の道徳教育に関する研修会等で得たことは，個人一人のものとせず，積極的に情報

発信することで，学校全体の道徳教育の充実を図ることにつながります。 

授業研究後に，成果と課題
を整理し，ポイントを絞って
全員が共通して取り組むこと
を提示すると効果的です！ 

Ａｃｔion 改善のために 

 

配付する際に，説明
を一言添えると効果
的です！ 

授業の様子を写真等で整理
して，発信するのも効果的で
す！ 

明日からの授業に生かせる
工夫を行いましょう！ 

R1.7.16 no.4 

 

 お忙しい中、ご覧いただきありがとうございました！上野自身、大変勉強になりました。

生徒たちはとっても頑張っていたと思います。いただいた指導・助言をお伝えします。ぜひ、

参考にしていただければと思います。道徳だけでなく、普段の授業でもぜひ！ 

 

★「生徒同士の対話」を！ 

 発表してくれたら、ついついその生徒に切り返しをしがち。そ

こを、「他の人は今の説明聞いてどう思う？」など、他の生徒に

確認をする。そうすると、生徒同士の意見の交換になっていく。 

 

★集団思考の手立て＝対話的学び 

 とってつけたようなグループ活動ではなく、ワークシートを見ずに説明し合わせたり、役

割を持たせたり、全員の意見をまとめさせたりするなどして、生徒の思考が深まるような手

立てを考える。 

 

★切り返し発問を有効活用する 

 生徒の意見を受け止めつつ、「でも、こんな時はどうするの？」など、一歩踏み込んだ返

しをする。その生徒が答えられたくても、他の生徒にふると答えられるかもしれない。生徒

が深める展開にする。 

 

★教材で「何を考えさせるか」を具体的にもつ 

 人生の転換点が書かれているのが道徳の教材。主人公の心

の変容は何がきっかけなのか、どんな風に変わったのか、何

がそのようにさせたのか、など教材研究が大切！ 

 また、今回のように項目がずれないように、「生徒がどんな

言葉を返してくるか」を想定しておき、どう修正するか、ど

んな言葉が返ったらゴールなのかなどをイメージする。 

 

★自我関与 

 教材と生徒自身の経験をつなぎあわせる。頭では分かっている、けれど現実は……。 

 

★全員発言を目指す 

 社会人としても必要な、人前で自分の思いを語れる力をつけさせる。自分の意見を受け止

められる共感的人間関係も大切。自己存在感（オレ、けっこうやれるじゃん！と心でつぶや

ける機会）を与える。発表をたくさんしてくれる生徒もいるが、ときには意図的指名も必要。 

アンケートも、生徒の考えを深

められるような使い方を！！ 

授業記録を保管しておくこと，
次年度の参考になりますね！ 
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〈事例２〉 道徳教育推進だより(教員向け) 

Kyoushokukuinn  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳教育推進教師が国や県の
動向，さらには，道徳教育に係
わる様々な視点の情報，定期的
に情報発信していきましょう！ 

情報提供だけではなく，
各学級で取り組んでもらい
たいことなどを発信し，組
織的な取組にしましょう！ 

吹き出しや図，イラスト
を使用し，伝えたいことを
コンパクトにまとめるの
も効果的です！ 
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〈事例３〉 教職員間の情報共有資料  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究を進める中で，大切に
したいことや意識統一を図り
たいことについては，具体を
示して提示することで，伝わ
りやすくなりますね！ 

道徳科に関する授業研究の実施，
道徳科の授業公開や情報発信など
を，道徳教育推進教師が中心となっ
て協力して進めることが大切です！ 
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〈事例４〉 道徳だより，学級だより，学校だより（保護者・地域向け） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳地域公開について，学校通信やＨＰ等で紹介し，
家庭や地域の方に道徳の授業を公開しましょう。 

保
護
者
の
方
へ
道
徳
科
で
学
ん
だ
内
容

等
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
家
庭
で
も
話
題

に
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！ 

 家庭，地域社会と連携し，地域
の文化を共に創り，子供たちを育
んでいくという意識の下に，より
よい協力体制を築き上げていきま
しょう！ 

道徳科で児童生徒が，どのような
ことを学んでいるのかを写真等で
紹介することで，保護者の方に具体
的に理解してもらいましょう。 
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〈事例５〉 道徳教育に関する掲示板等 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳の時間で学習したことを残していきましょう!! 

 教室や校舎内などの
環境を整え，児童生徒
の豊かな心を育み，道
徳的実践への意欲を高
めましょう！ 

共有スペースを効果的に活用しましょう 

全校掲示板を活用しましょう！ 

学習した内容を常に振り返
ることのできる道徳的な環境
づくりをしていきましょう！ 

道徳教育は，学校の教育活動全体で進めていくことが大切です。 

学んだことを全校のものにしていきましょう！ 


